
1年 2組による 美濃市フィールドワークの報告をします 

◆美濃市の商工会会頭、高井孝市朗さんにお話を伺いました。 

 

日 時：２０１８年８月２日 

訪問先：高井コーポレーション 高井孝市朗さん 

内 容：美濃市商工会の観光活動 観光産業の現状 

参加者：那須まどか 柘植幹大 那須優花 西口侑希 波多野美友 望月麟太郎 和田航輝 

 

◆美濃市のうだつ 美濃和紙とは？～現在の美濃市の取り組みと課題～ 

美濃市にみられる特徴的な景観であるうだつは、家屋の屋根に取り付

けられる防火壁のことです。１６０７年に「うだつの町」として金森長

近によってつくられた歴史ある街並みです。平成１１年には「うだつの

上がる街並み」として、国の伝統建造物群保存地区に指定されました。  

うだつの町並みには様々なお店が軒を連ね、美濃市の中の人気の観光ス

ポットとなっています。毎年秋に開催されるあかりアートには全国各地

から観光客が訪れ、賑わいを見せています。また、２０１４年には美濃

の手すき和紙がユネスコ無形文化遺産に登録され、観光客が約 40％増加

したそうです。そこで、美濃市では外国人観光客に向けて QRコードを読

み込むことで７か国語に翻訳できるアプリが開発されています。 

 

◆私たちの感想と提案 

実際に美濃市で、お話を伺い、うだつを見たことで、街並みの歴史や伝統を感じることができま

した。うだつの町並みでは、昔の人の繊細な技

術やこだわりを目で確かめることができるの

で、もっとたくさんの人に訪れてほしいという

気持ちが一層強くなりました。このフィールド

ワークと班での話し合いを通して、私たちは、

美濃市の課題を交通の便が悪いことだと考え、

課題研究に取り組みました。美濃市が運営する

乗り合わせタクシー「乗り愛くん」を広めるこ

とで、市内を細かく動き回ることができるよう

になり、かつ、運転手として雇用を生み出すこともできると思います。 
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1年 2組による 関市市役所フィールドワークの報告をします 

 

日時：８月 

訪問先：関市役所観光課 

内容：ほらどキウイフルーツについて 

参加者：濱本一歌、渡辺みにい、足立千景、中島優作、林虎鉄、神田翔太、山下和真 

キウイとはなにか。洞戸の良さにも触れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～感想～ 

私たちは、この SGH 活動で洞戸地区について 

調べるまであまり詳しくは知りませんでした。 

しかし、調べていくうちにどんどんこの地区の 

よさを知ることができとても楽しかったです。 

しかし、それと同時に以前の私たちの様にまだ洞戸の魅力が多くの人に知られていないということも知

りました。この活動が“きっかけ”となり洞戸地区の素晴らしい魅力を知ることができとてもよかった

です。そして、もっとこの地区について多くの人に知ってもらいたいと思うと共に、この SGH 活動が

多くの人の“きっかけ”になれればいいなと思います。 

 

        ～キウイの紹介～ 

・ポリフェノール… 抗酸化作用のある。 

・食物繊維…お腹を整え、糖の吸収を穏やかにする。 

・ビタミン C…美と健康にかかせない。 

・カリウム…高血圧、長時間の運動による筋肉の痙攣を防 

ぐ効果がある。 

～洞戸の紹介～ 

・モネの池…クロードモネ（画家）の代表作[ 睡蓮 ]に

似ていてインスタ映えスポットとして 2016 年には 339 万

人の観光客数を記録し、右肩上がりである。 

・キウイマラソン…毎年 11 月に開催される。県内からは

もちろん、県外からの多くの人が参加し盛り上がります。

「最高齢者賞」や、9 位の人は「キウイ賞」があるなどニ

ークな表彰もあります。 

 

 

キウイとは何か？洞戸の良さにも触れます。 

私たちは、洞戸のキウイフルーツの事業について学びました。 



 

1年 2組による関牛乳株式会社フィールドワークの報告をします 

関牛乳を訪問、低温殺菌を学びました！ 

日時：2018 年 8 月 17 日（金） 13：00～ 

訪問先：関牛乳株式会社 代表取締役社長 吉田宰志様（関市観音前） 

内容：低温殺菌を活かした牛乳作りについて 

参加者：汲田翔吾、藤井正映、永田晃大、村井梨華、笠井愛永、藤田亜華音、朝倉大介 

 

低温殺菌とは 

低温殺菌とは、65℃の低温度で 30 分間という長い時間をかけて、生乳本来のさらっとした風味を生か 

しつつ、しっかり殺菌する製法のことです。現在の日本では超高温殺菌が主流で生産割合の約 90％を占

めています。しかし、関牛乳さんが約 2000 人に行った調査によると、約 40％の人が低温殺菌牛乳の方

が美味しいと答えました。また、低温殺菌はヨーロッパ発祥であるため、ヨーロッパの方にも馴染んでも

らいやすいと思います。 

 

関牛乳さんを訪問してみて 

関牛乳さんの低温殺菌に対してのこだわりを感じました。 

昔ながらの製法で地元に愛されている関牛乳。 

               

ぜひ一度ご賞味ください！ 
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１年２組による美濃市役所フィールドワークの報告をします。 

◇ 美濃市役所を訪問、美濃市の観光事業について学びました！ 

日 時：２０１８年８月１１日（土） １０：００～１１：１５ 

訪問先：美濃市役所 

内 容：美濃市の観光事業についての現状 

参加者：齋藤洋翔 伊藤元太 栗本菜名 足立ひなた 竹山翔 塚原愛鈴 藤井玖龍 

◇ 美濃市の観光事業の現状 

美濃市とは歴史的な建造物が、数多く残る街です。私たちは

美濃市の伝統的な物を利用すれば、インバウンドが成功しやすく

なるのではないかと考え、美濃市役所にフィールドワークに行きま

した。そこでは、様々な事を聞くことができました。 

 

 一つ目は、あかりアート展に

ついてです。あかりアート展は

すでに世界的に有名で、毎年多くの観光客が訪れるイベントです。

このイベントは市ではなく、主に市民によって運営されています。

年に約６００人集まるため、インバウンドの題材として、十分な力が

あることが分かりました。 

 

 二つ目は、美濃和紙についてです。美濃和紙は２０１４年１１月

２６日にユネスコ無形文化遺産に認定されました。美濃和紙は１

３００年以上の歴史があり、最高紙として名高いので昔から重宝

されていました。和紙は日本の文化を連想させることができるた

め、こちらもインバウンドには十分な力があることが分かりまし

た。 

 

◇ 私たちの感想 ～インバウンドの方法について～ 

 私たちはこのフィールドワークを通して、美濃市にインバウンドを成功させる力があることが分かりま

した。市役所に直接行くことで、今の海外に対する観光事業のデータを得たり、市が目指す外国人

観光客数を知ったりすることができました。 

これらのことを基に、私たちのインバウンド計画の最終目標をより明確にし、今後は、その目標に向

かっていくことでこの計画の成功を確実なものにしていきたいと思います。 

 

 



１年２組による、関板取事務所フィールドワークの報告をします 

関板取事務所を訪問し、板取の自然について学びました。 

日時： ２０１８年８月１２日（日） １０：００～１２：００ 

訪問先：関市板取事務所 

内容：SNS を用いた板取の知名度アップ方法について 

参加者：兼松隼士 兼松雄一 酒井雄万 加藤未貴 吉田理那 熊崎真南風 

 

板取とは？  ～板取の美しい自然たち～ 

板取とは関市の北に位置する自治体で、清流板

取川、名もなき池（通称モネの池）など豊かな自然

が存在しています。その豊かな自然がいま注目を

集めています。 

私たちはその豊かな自然を、SNSを用いてさらに

有名にすることで、外国人を呼び寄せようと考え

ました。そのために、すでに板取に来ている外国人

を含む観光客に SNS で板取について広めてもらお

うと考えました。その方法として、 

・日英のパンフレットを作る 

・SNS投稿をしてくれた方に特典を付ける 

・話題性のあるクラウドファンディングをする 

を考えました。 

板取の情報を得るために、我々は板取事務所に

勤めている長屋守世様に板取についてのお話をし

ていただきました。また、モネの池の見学をしまし

た。 

 

 

 

感想 

私たちは、SNS を用いて地域を盛り上げるということをテーマに掲げ、研究活動を行ってきまし

た。今回のフィールドワークでは、実際に現地に赴き、見たり聞いたり触れたりすることで、板取が

どのような地域なのかをより詳しく知ることができました。どんなに魅力ある地域でも、知っても

らわなければどうにもならないので、知ってもらうためにアピールをすることが大切だと認識する

ことができました。 

今後は今回学んだことを次に生かしていこうと思います。 

 

 

 



１年 2組６班による 郡上市役所 フィールドワークの報告をします 

◇郡上市役所の訪問、郡上市の観光について学ぶ。 

日時 ２０１８年８月２日 

訪問先 郡上市役所 担当黒田さん 

内容 郡上の観光について 

参加者 和田唯杜 羽田野寛朗 粥川佳寿美 浅野由也 浅見知里 山下楓奏 

郡上市の観光業の特徴～滞在から定住へ～ 
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◇感想～郡上のイメージを変える～ 

郡上市にはアジア圏の方がよく来られます。だから中国語や韓国語などのポスターを増やすことに

よってさらに観光客が増加すると思いました。郡上市では天候の影響で観光客の減少が見られるので

雨天でも活動できる施設に力を入れることで今までよりも観光客が増加すると考えられています。 

郡上市には豊かな自然や、食品サンプルがあってすごくいいと思いました。郡上市ではすでに free-

Wi-Fi が利用され Pay などもあるので、それらのものをもっとよりよくすることもいいと思います。 

 

 

今回のフィールドワークでは、郡上市役所へ行き、観光課の方に

郡上市の観光について話を聞いてきた。郡上市は「訪れてもらい、

楽しんでもらい、住んでもらう」という目標のもと、様々な活動を

行っていた。郡上を PRするという目的で、空港へのパンフレットの

設置、海外へ進出した企業での郡上市の紹介などがありました。そ

の成果もあってか郡上市は現在、岐阜県の中でも観光客が多い地の

一つです。 

また郡上市では、訪れていただいた方への取り組みとして、フリ

ーWi-Fi の設置、外国語版 Web サイトでの観光案内を行っていまし

た。 

◇郡上市で学んだ事 


